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次回の例会は、５月 ８日(月) 

「DX時代のロータリークラブ」 

     地区 DX推進委員会 

      田村 志朗 委員長 

 

 

       

 

 

 

 

例会日   月曜日 12:30～１３：３０ 
例会場   リーガロイヤルホテル小倉 
事務所   小倉北区堺町1-2-16-3F 

ＴＥＬ    ０９３－５３１－４０１５ 

ＦＡＸ    ０９３－５３１－１０２２ 
   

 会長の時間（４月１０日  １２９６回 例会記録）   林田会長       
 

出席報告  ４月１０日 

 

 

在籍会員数 ４２名 

義務出席者 ４０名 

ゲスト      ３名 

ビジター         ０名 

本日出席数   ３４名 

本日出席率  85.00% 

前々回修正出席率 87.80％ 

２０２２～２０２３年度 

小倉中央ロータリークラブ週報 

第１２９７回  本日の例会             ４月１７日(月) 
 

 

 

本日の卓話     「自己紹介 ～これまでを振り返って～」 

                   上田 泰博 会員 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。 

池江璃花子が、世界選手権の選考会を兼ねた競泳の日本選手権１００

メートルバタフライで優勝しました。白血病からの復帰後の自己ベストで優勝しま

した。 

「優勝できる自信は１％しかなかった。本当にうれしい。」と、目には涙があふ

れていました。大病を患う前の状態を完全に取り戻せたわけではないが、前半を

４番手で折り返し、後半に持ち味の伸びのあるストロークで他の選手をおさえて

のレース展開でした。 

昨年は、不調と故障に悩み今年に入っても心身の状態はなかなか上向かな

かったそうです。それでもスタート前は。「自分は池江璃花子なんだ。誰にも負け

るわけがない。」と気持ちを奮い立たせたみたいです。 

私は、レースの後のあの涙のなかにある意味は、複雑だったと思います。 

あの苦しい抗がん剤治療の中で、どれだけ泳ぐことを夢見ていただろうかと思う

と、一緒に涙があふれてしまいました。 

入院中の手記の中に、自分で思っていたより１００倍苦しかった、と書いてい

ました。 

私の場合も、同じ種類の抗がん剤だったようです。気持ちはよく分かります。何

か光のような希望がないとやれませんでしたから。その光が池江さんにとっては水

泳であったのだと思います。 

でも、あのどん底、細胞という細胞がすべて抗がん剤で痛めつけられた身体か

ら、よく退院後半年足らずで泳げるようになったことだなあと、奇跡に近いと思いま

す。 

それが、今度は日本選手権で優勝するなんて。同じ抗がん剤治療を受けて

歩くこともできず、抗がん剤で痛めつけられ働かなくなった腎臓も片方を取られた  

私にとっては、本当にすばらしく、尊敬に値します。 

あの涙の中には複雑ないろんな意味が込められていると思いながら、見ていま

した。 

 

 

 
 

 

 

 

  

４月のお誕生日 
    

２４日  江口 勇二会員 

２７日  大久保 裕文会員 

 

 

 

10日(月)   定例理事会 

12日(水)   二水会 

23日(日)   地区大会 

29日(土)   IA年次大会 

30日(日)   双葉学園野球交流会 
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・定例理事会報告 

 ①次年度の委員会組織が梶原副会長より発表があります。 

②家庭集会を 5月の連休明けに実施します。 

・来週、17日(月)は、ホテル駐車場が混雑します。時間に余裕

をもってお越しください。 

 

新 会 員 紹 介 

 

 

 

 

 

 

             溝尻会員    友田会員 

溝
みぞ

尻
し り

 武則
たけ の り

会員    事業所    ㈱SInSeI(シンセイ) 

                  職業分類  解体工事業 

                  役 職     代表取締役 

 

   友田
と も だ

 信
のぶ

明
あき

会員   事業所   ㈱ 友信 

                 職業分類 溶接工事業 

                 役 職   代表取締役   

 

 

 

私は、大正 2年創業の写真館の次男として、1959年に

誕生しました。両親が苦労して働く姿を見ていたこともあり、大

人になったら写真館を手伝って盛り上げていきたいという思いを

持って育ちました。大学を出た後、昭和 56年に実家の写真

館に戻ってきましたが、兄も家業に就いていたこともあり、私は 

動画制作の分野を開拓することになります。その後、写真館か

らは独立して別の会社を経営します。 

動画制作の仕事は今年で 43年目になりますが、最近は企

業の PR動画やリクルート動画などを中心に制作活動を行って

います。いい作品を制作するためには、その企業の強みや特徴

を理解しなければなりません。そのプロセスこそがブランディングで

あり、動画制作にとって重要なプロセスになっています。 

ブランディングとは、自社の魅力的な事実を明確にし、磨きを

かけ、伝えるプロセスです。 

ブランディングによって得られる効果は 2 つあります。1 つは、

アウターブランディングです。外部に自社の魅力が伝わり選んで

もらいやすくなるという効果です。2 つ目は、インナーブランディン

グです。浮き彫りになった自社の魅力は従業員にとって誇りとな

り、それによってモチベーションが高まり、仕事に一層の磨きがか

かります。 

ブランディングの最初のプロセスは、「ブランドコンセプト」を見つ

けることです。ブランドコンセプトとは、我が社の強みのことです。

我が社は何によって選ばれてきたのか、外からどう見えているか

を探ることでブランドコンセプトは見えてきます。 

ブランドコンセプトが固まってきたら、社員の誰もが理解できる

ように言語化を行い、全ての活動のベースになるように内部浸

透を図る必要があります。 

動画には、以下のような特徴があります。 

・直感的に伝わる 

・理路整然と作られていて分かりやすい 

・現場でしか見られないものも映像で見られる 

・変化の様子などを伝えられる 

・営業の属人化の防止になる 

ブランディンを経ることでより思いが伝わる動画を制作することが

できるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告                        古川幹事  

 

卓話の時間           

「ブランディングと動画制作」 

㈱RAID  代表取締役  宮原寿光氏 
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林田・古川・野口会員―①宮原様、本日の卓話をお引き受け 

頂きありがとうございます。よろしくお願いします。 

②新会員の友田様、溝尻様、入会ありがとうございま 

す。ロータリーライフを楽しんでください。 

長戸会員―宮原さん、本日の卓話、宜しくお願いします。楽し 

みにしています。下の息子が九工大大学院に入学 

しました。あと 2年、頑張ります。 

渡邊会員―金山様ようこそ！楽しんでいかれてください。 

田村会員―巫部さん、古川さん、先週はお世話になりました。 

        神様にごちそうになったご利益で古賀カントリーでも 

いつものスコアで回れました。 

野村会員―先日、息子が進級して、幼稚園に入園しました。 

        春ですね～ 

合計  １１，０００円 

 

 祝お誕生日祝いー江口勇二会員 

大久保裕文会員―また１年が経ちました。これからの１年 

            も健やかに過ごしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   児童養護施設の子どもたちの自立支援を目標として、手探 

  りで支援を続ける中、今年度は、双葉学園のクリスマス会への 

  参加、そして、野球交流会を開くことができました。子どもたちと 

  のふれあいの中でまた何か発見があるかもしれません。 

 皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

ニコニコ献金報告        累計  ５４３，６００円 

 


